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第17回日本褥瘡学会中国四国地方会学術集会プログラム

開会挨拶　8：55 〜 8：58

一般演題Ⅰ［調査・評価から見える褥瘡］　8：58 ～ 9：22
座長：河村　　進　四国がんセンター　形成外科
　　　和田　理枝　愛媛県立中央病院　看護部

一般演題Ⅱ［局所管理とケア］　9：22 ～ 10：04
座長：青木　久尚　倉敷中央病院　形成外科
　　　政田　美喜　三豊総合病院　看護部

　　　

Ⅰ−１	 �褥瘡対策が見える記録を目指した取り組み� 3 分
　愛媛大学医学部付属病院

○芝田　良美
　　　

Ⅰ−２	 �精神科病院における月別褥瘡保有患者数と身体的拘束患者数の関連性の解析� 5分
　医療法人紘友会　福山友愛病院　精神科

○古賀政比古
　　　

Ⅰ−３	 �当院の褥瘡対策マニュアルについて� 3 分
　周南記念病院　内科

○斉藤　隆志
　　　

Ⅰ−４	�外部業者委託による体圧分散マットレスの中央管理� 5 分
　伊予基準寝具株式会社

○松本　理沙

　　　

Ⅱ−２	�褥瘡治癒促進にコラーゲンペプチド含有食品（CP）の有用性が示唆された
3症例� 5 分
　社会医療法人　緑壮会　金田病院　看護部

○杉本　美保

　　　

Ⅱ−１	�自宅訪問を通した褥瘡の再発予防指導� 5 分
　鳥取大学医学部附属病院　看護部

○桑本奈々美



─ 11 ─

一般演題Ⅲ［外科治療］　10：04 ～ 10：32
座長：橋本　一郎　徳島大学医学部　形成外科

　　　

Ⅱ−３	�褥瘡発生高リスク患者の多発褥瘡が改善した一例� 5 分
　市立八幡浜総合病院　看護部

○浅井　美香

　　　

Ⅱ−４	�褥瘡回診の介入により軽快を得た多発褥瘡の1例� 5 分
　松江赤十字病院　形成外科

○福冨阿沙子

　　　

Ⅱ−５	�NPWTを使用した４症例を検討して� 5 分
　中谷外科病院

○三宅　隆子
　　　

Ⅱ−6	 �老健施設内の褥瘡保有者への栄養強化―管理栄養士の活動―� 5 分
　社会医療法人全仁会　倉敷老健

○𣑑子　恵美

　　　

Ⅲ−１	�前十字靭帯再建手術後に生じた足関節外果部褥瘡の一例� 5 分
　山口県立総合医療センター　形成外科

○天野　信行
　　　

Ⅲ−２	�持続陰圧洗浄およびPAT植皮にて治療を行った下腿部褥瘡の１例� 5 分
　徳島大学病院　形成外科

○長坂　信司
　　　

Ⅲ−３	�長期入院加療を要した左座骨部褥瘡の1症例� 5 分
　近森病院　形成外科

○赤松　順

　　　

Ⅲ−４	�仙骨部褥瘡に連続して骨盤内に瘻孔を認めた1例� 5 分
　高知医療センター　形成外科

○松村　辰彦
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一般演題Ⅳ［シーティング］　10：32 ～ 10：53
座長：都築　宏正　愛媛県立中央病院　リハビリテーション科

特別講演Ⅰ　11：00 ～ 12：00
褥瘡発症のメカニズム ～在宅での褥瘡の見方～

講師：大浦　武彦　医療法人社団 廣仁会　褥瘡・創傷治癒研究所
座長：小林　一夫　愛媛県立中央病院　形成外科・顎顔面外科

総会　13：00 ～ 13：15

ランチョンセミナー　12：10 ～ 13：00
座長：梶　　彰吾　かじクリニック

（共催：スミス・アンド・ネフュー ウンドマネジメント株式会社）
 

褥瘡に対する訪問診療 
～訪問先におけるNPWTの可能性～

講師：中川　宏治　高知赤十字病院　形成外科

形成外科疾患データベースを利用した 
褥瘡手術数の検討と外科的治療の実際

講師：村上　隆一　山口県立総合医療センター　形成外科

　　　

Ⅳ−１	�大学病院におけるシーティング外来の設立と取り組み� 5 分
　愛媛大学医学部附属病院　褥瘡対策委員会

○小倉　正敬

　　　

Ⅳ−２	�右坐骨部褥瘡に対する車いす評価用クッションの意義	
〜シーティングから関われること〜� 5 分
　島根大学医学部附属病院　リハビリテーション部

○佐藤　千晃

　　　

Ⅳ−３	�褥瘡発生装置　リクライニング車椅子の功罪　	
～シーティング専門外来からの提言～� 5 分
　養和病院　リハビリテーション科

○土中　伸樹
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一般演題Ⅴ［調査・評価から見える予防・教育］　15：15 ～ 15：55
座長：田中マキ子　山口県立大学大学院　健康福祉学研究科
　　　大山　淳子　愛媛労災病院　看護部

特別講演Ⅱ　13：20 ～ 14：20
「在宅ケアをもっと知ってください」 

病院内組織の構築、地域多職種へのアプローチ
講師：切手　俊弘　彦根市立病院　外科
座長：緒方　茂寛　医療法人財団慈強会  介護老人保健施設  高井の里

（共催：コンバテックジャパン株式会社）

特別講演Ⅲ　14：20 ～ 15：10
「地域包括ケア時代の褥瘡対策を制度の視点で整理する」 

―急性期から在宅まで制度をフル活用して、よりよい褥瘡ケアを実践しよう！―
講師：高水　　勝　スリーエムジャパン株式会社 ヘルスケアカンパニー
座長：山木　一恵　松山赤十字病院　看護部

　　　

Ⅴ−２	�頭部外傷・頸椎骨折急性期における頸椎カラーによる	
医療関連機器圧迫創傷発生の一考察� 5 分
　香川大学医学部附属病院　救命救急センターICU

○中村　美樹

　　　

Ⅴ−３	�ポジショニング実施状況の調査　〜適合評価表使用による調査と課題〜� 5 分
　医療法人創和会　重井医学研究所附属病院　リハビリテーション部

○菊川　智

　　　

Ⅴ−１	 �当院におけるスキン - テア（皮膚裂傷）の実態� 5 分
　笠岡第一病院　看護部

○山﨑　恵

　　　

Ⅴ−５	�ベッド上での食事姿勢について３領域で共同した取り組みについて� 3 分
　高松赤十字病院　看護部

○山本由利子

　　　

Ⅴ−４	�臀部穿通枝皮弁術後患者への応力を最小限にとどめた	
ポジショニングの工夫� 5 分
　高知県・高知市企業団立高知医療センター　看護局

○竹崎　陽子
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一般演題Ⅵ［在宅褥瘡］　15：55 ～ 16：16
座長：岡　　博昭　笠岡第一病院　形成外科・創傷治療センター

　　　小山恵美子　社会医療法人全仁会　倉敷老健　看護部　

　　　

Ⅵ−１	�外来・在宅での創傷処置の工夫� 5 分
　社会医療法人　緑壮会　金田病院　外科

○三村　卓司

　　　

Ⅵ−３	�急性期病院からの褥瘡訪問診療　〜院外でのNPWT〜� 5 分
　高知赤十字病院　形成外科

○中川　宏治

　　　

Ⅵ−２	�仙骨部巨大褥瘡のある患者への退院支援� 5 分
　四国こどもとおとなの医療センター　看護部

○片岡未穂子

閉会挨拶　16：16 〜

　　　

Ⅴ−６	�当院の尾骨部の褥瘡発生低下に向けた取り組み� 5 分
　愛媛県立中央病院

○黒田　千世


